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主
食
用
米
の
消
費
減
少

飼
料
用
米
に
活
路

主
食
用
米
の
動
向

　
日
本
人
の
米
の
年
間
１
人
当
た
り
の
消

費
量
は
昭
和
37
年
の
１
１
８
㎏
を
ピ
ー
ク

に
、
平
成
26
年
に
は
約
半
分
の
55
㎏
に
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
需
要
量
は
全
国

ベ
ー
ス
で
毎
年
約
8
万
ｔ
ず
つ
減
少
し
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
傾
向
が
続
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
間
在
庫
の
増
加
に
よ
り
主
食
用
米
の

相
対
取
引
価
格
は
、
平
成
18
年
産
は
１
俵

（
60
㎏
）
当
た
り
1
万
５
，
２
０
３
円
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
26
年
産
で
は
１

俵
当
た
り
1
万
１
，
９
６
７
円
に
ま
で
下

落
し
ま
し
た
。

飼
料
用
米
の
現
状

作
付
面
積
の
拡
大
と

多
収
性
品
種
へ
の
転
換

　
主
食
用
米
の
需
要
減
に
伴
い
主
食
用
米

の
作
付
面
積
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
新
規

需
要
米
と
し
て
飼
料
用
米
の
作
付
が
増
加

し
て
い
ま
す
。大
分
県
内
の
作
付
面
積
は
、

平
成
27
年
産
は
１
，
３
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
り
、
平
成
25
年
産
の
倍
近
く
に
増
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

が
８
万
円
／
10
ア
ー
ル
の
固
定
払
い
か

ら
、
平
成
26
年
産
よ
り
単
収
に
応
じ
た
数

量
払
い
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
以
降
の

県
平
均
単
収
は
向
上
し
て
い
ま
す
。
大
分

県
で
は
現
在
、多
収
品
種
の
「
夢
あ
お
ば
」

「
ク
サ
ホ
ナ
ミ
」
を
奨
励
品
種
と
し
て
指

定
し
、
品
種
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
の
研
究
機
関
で
あ
る
農
研
機
構
で
は
、

１
ｔ
／
10
ア
ー
ル
近
い
収
量
が
期
待
さ
れ

る
多
収
新
品
種
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
お

り
、
大
分
県
内
で
の
栽
培
適
性
に
つ
い
て

も
、
試
験
を
実
施
中
で
す
。

主食用米の作付面積の減少に伴い、
新規需要米として飼料用米の作付けが増加。
農家経営安定のため、単収向上が一層重要性を増しています。
また、生産量の増加による生産者と需要者との需給調整が
課題となっています。

飼料用米の現状と課題
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飼
料
用
米
に
対
す
る
取
組

低
コ
ス
ト
化

コ
ン
テ
ス
ト
で
意
欲
向
上

　
単
収
向
上
が
米
農
家
の
所
得
と
直
結
し

て
お
り
、
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー
水
田
農
業
グ
ル
ー
プ
（
宇
佐
市
）
で

は
大
分
県
に
適
し
た
多
収
品
種
の
選
定
や

栽
培
方
法
、
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
生
産

者
の
圃
場
で
作
期
分
散
や
堆
肥
等
を
利
用

し
た
低
コ
ス
ト
栽
培
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
意
欲
の
向
上
を
図
る
た

め
、
平
成
26
年
度
か
ら
県
内
４
地
域
で
多

収
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
か
ら
は
、
農
林
水
産
省
と
日
本
飼
料

用
米
振
興
協
会
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
飼

料
用
米
多
収
日
本
一
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
大
分
県
内
か
ら
も
２
つ
の
経

営
体
が
自
慢
の
多
収
技
術
を
持
っ
て
日
本

一
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
流
通
面
で
は
畜
産
関
係
団
体
と
飼
料
用

米
推
進
会
議
を
開
催
し
、
効
率
的
か
つ
適

確
な
需
給
調
整
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
情

報
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
飼
料
用
米
の
生
産
・
流
通
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な

需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推
進
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
米
生
産
者
の
安
定
経
営

へ
つ
な
が
っ
て
い
く
と
共
に
、
消
費
者
の

安
心
・
安
全
な
食
生
活
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

大
分
県 

農
林
水
産
部 

農
地
活
用･

集
落
営
農
課　
水
田
政
策
班

主
任　
添
田 

宏
和

５
％
）
の
み
で
、
標
準
単
収
以
上
の
経
営

体
で
も
３
０
３
（
同
42
・
5
％
）
と
半
数

以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

産
よ
り
作
柄
調
整
が
導
入
さ
れ
、
作
況
に

応
じ
て
交
付
金
の
額
が
算
出
さ
れ
ま
す
。

米
農
家
の
所
得
を
増
や
す
た
め
に
は
単
収

向
上
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

分
県
で
は
県
平
均
単
収
を
６
０
０
㎏
／
10

ア
ー
ル
（
玄
米
ベ
ー
ス
）
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
主
食
用
米
に
比
べ
て
肥
培
管

理
が
不
十
分
な
事
例
や
、
病
害
虫
被
害
に

よ
る
収
量
低
迷
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
品
種
特
性
に
応
じ
て
的
確
な
栽

培
管
理・防
除
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
料
用
米
は
生
産
者
と
需
要

者
と
の
需
給
調
整
が
重
要
で
す
。
大
分

県
内
で
は
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
あ
る

「
米こ

め
し
あ
げ
ぎ
ゅ
う

仕
上
牛
」
を
中
心
に
、
養
鶏
、
養
豚

農
家
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

飼
料
用
米
生
産
量
の
増
加
に
伴
い
、
飼
料

用
米
の
供
与
方
法
を
含
め
、
県
内
の
畜
産

関
係
団
体
と
の
連
携
も
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

飼
料
用
米
の
課
題

経
営
安
定
に
は
単
収
向
上

需
給
調
整
が
課
題

　
平
成
26
年
産
以
降
、
大
分
県
の
平
均
単

収
は
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
交
付
金
の
最

高
額
で
あ
る
10
万
５
千
円
／
10
ア
ー
ル

（
市
町
村
毎
に
定
め
ら
れ
る
標
準
単
収
値

＋
１
５
０
㎏
／
10
ア
ー
ル
）
以
上
の
単
収

を
獲
得
し
た
経
営
体
は
25
（
全
体
の
３
・図１．大分県の飼料用米の作付面積と平均単収の推移
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感電
注意

電
気
さ
く
の

事
故
防
止
が
課
題

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
害
獣

の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
電
気
さ

く
の
設
置
が
効
果
的
で
す
が
、
一
方
で
電

気
さ
く
に
よ
る
事
故
が
問
題
と
な
り
、
全

国
で
は
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

設
置
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
使
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
事
故
例
〉

　

昨
年
、
他
県
に
て
鳥
獣
被
害
防
止
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
電
気
さ
く
に
起
因

す
る
死
傷
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
電

気
さ
く
は
土
手
の
斜
面
の
ア
ジ
サ
イ
の

花
壇
を
囲
う
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

電
線
の
一
部
が
川
の
中
に
垂
れ
下
が
っ

た
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
電
気
さ
く
に
は
危
険
を
知
ら
せ

る
看
板
等
の
表
示
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

電
気
は
専
用
の
電
源
装
置
で
は
な
く
、

家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
ひ
か
れ
、
漏

電
遮
断
器
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

「
電
気
さ
く
」
は

自
由
に
設
置
で
き
る
の
か
？

　

電
気
さ
く
は
田
畑
や
牧
場
な
ど
で
、

野
生
動
物
の
侵
入
や
家
畜
の
脱
出
を
防

止
す
る
場
合
に
限
り
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

設
置
の
際
に
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
基
準
は
？

　
電
気
さ
く
は
、
電
気
事
業
法
で
設
置
方

法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な
基
準
は

次
の
と
お
り
。

① 

危
険
で
あ
る
旨
を
表
示
す
る
こ
と
。

②  

出
力
電
流
が
制
限
さ
れ
る
電
気
さ
く

用
電
源
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
。

③ 

漏
電
遮
断
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

④  

開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
設
置
す
る

こ
と
。

正
し
い
設
置
方
法
は
？

　
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家
庭
の
コ
ン

セ
ン
ト
な
ど
）
か
ら
、
直
接
電
気
さ
く
線

に
通
電
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

「
電
気
さ
く
」
は
、
人
に
対
す
る
危
険
防
止
の
た
め
、
電
気
事
業
法
で
設
置
方
法

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
い
ち
ど
安
全
な
設
置
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
さ
く事故

に
注
意
を
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電気さくに電気を供給する回路には、電気
さくの事故等の際に、容易に電源から開放
できるように、開閉器（スイッチ）を設置す
る必要があります。　※電源装置本体に付
属されており、容易に操作できる場合、外部
に追加する必要はありません。

確 認
しまし

ょう!!
電気さくの正しい設置方法

家庭用電源から直接、電気さくに電気を供給させることは絶対に行わないでください。

漏電遮断器の
設置

電源及び漏電遮断器

「電気さくの正しい設置方法」リーフレットより（農林水産省・経済産業省・日本電気さく協議会）

電気さく用電源装置

感電注意
かんでんちゅうい

ソーラーパネルで発電し、
充電するタイプを含む

家庭の
コンセント

コンセント式
漏電遮断器 接地

人や家畜を死傷させる
事故につながる
おそれがあります。

電気さくを公道沿いなどの人が
容易に立ち入る場所に設置する
場合で、30ボルト以上の電源（家
庭のコンセントなど）から電気を
供給するときは、漏電による危険
を防止するために、漏電遮断器を
設置する必要があります。

電気さく用
電源装置の使用
電気さくに電気を供給する場合
は、感電により人に危険を及ぼす
おそれのないように、出力電流が
制限される電気さく用電源装置
を用いる必要があります。

危険である旨の
表示
電気さくを設置する場
合は、人が見やすいよ
うに、適当な位置や間
隔、見やすい文字で危
険である旨の表示を行
うことが必要です。

開閉器（スイッチ）の
設置

「電気さく」を設置する際の主な注意点

漏　電
遮断器

開閉器（スイッチ）

　
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
と
電
気
さ
く
本

器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
電
源
に
漏
電
遮

断
器
を
接
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
も
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
使
用
の
場
合
も
同

様
で
す
。

定
期
的
に
点
検
を

　

屋
外
に
長
期
間
設
置
す
る
電
気
さ
く

は
、
定
期
的
に
見
回
り
等
を
行
い
、
断
線

し
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

濡
れ
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
操
作
や
設
置
作
業

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
で
、
設
置
者
自
身
や
周
囲
の

人
の
危
険
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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水稲共済損害評価が
はじまります

水稲共済掛金納入のお願い

納入期限は８月25日です
　水稲共済掛金の納入期日は８月25日（木）となってい
ます。「指定口座からの振替」・「納付書による振込み」・「現
金納入」のいずれかの方法により納入をお願い致します。
　なお、納入期限を過ぎた場合には、別途延滞金等が加
算されることがありますので、期限内納入をお願い致し
ます。

水稲作付け確認書を
ご確認下さい

　平成28年産の水稲作付け確認書を
NOSAIから送付いたします。
　本年産水稲の地名地番・作付面積等
の内容を必ずご確認ください。なお、変
更や訂正がありましたら、最寄りの
NOSAIまでご連絡ください。

被害申告の流れ 損害評価の流れ

一筆方式の場合（７割補償）
〈申告基準〉
　一筆（耕地）ごとに下記の対象災害により基準
収穫量の３割以上の減収が見込まれる場合です。

〈補償対象災害〉
　風水害、干害、ひょう害、冷害、雷害、地すべりの
害、いもち病・紋枯病・ウンカなどの病虫害、鳥獣
害、火災等が対象になります。

〈損害評価野帳の提出〉
　損害評価野帳を記入し、集落の共済部長へ提
出してください。

〈立札の設置〉
　立札はナイロン袋等に入れ、損害評価員の悉皆
（検見）調査前までに被害ほ場に設置し、刈り取り
時までそのままにしてください。

〈悉皆（検見）調査〉
　損害評価員により、一筆ごとに10㌃当たりの
収穫量を悉皆（検見）調査します。
　組合では悉皆（検見）調査の前に損害評価研修
会を開催し、検見眼統一ほ場を設け、評価の精度
向上に努めています。

〈実測（坪刈り）調査〉
　損害評価班で被害申告のあったほ場の一定割
合数について実測調査を実施します。

〈審　議〉
　損害評価会委員による当初評価高の審議を経
て、農林水産省の損害評価高の認定を受け、共済
金を支払います。

〈共済金の支払い〉
12月下旬ごろ支払い予定です。

お問い合わせはお近くの 東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
中西部支所　TEL.0973-72-3409
大分出張所　TEL.097-576-7461

南 部 支 所　TEL.0974-22-3330
竹田出張所　TEL.0974-63-2825
北 部 支 所　TEL.0978-32-1307（農業共済）へ

刈り取ってしまうと評価が出来ませんので、注意してください。

　水稲の収穫期が近づいてきました。気象災害および病虫害、獣害等により一定
の基準を超える減収が見込まれる場合は、収穫前に被害申告をしてください。

刈り取り前に見回りを

6
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イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被

害
、
特
に
水
稲
へ
の
被
害
が
深
刻
と
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は

水
稲
共
済
加
入
者
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

獣
害
対
策
と
し
て
設
置
す
る
器
具
等
の
購

入
経
費
及
び
施
工

費
の
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

獣
害
対
策
の
補
助
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

設
置
器
具
等
の
購
入
経
費
や
施
工
費
を
30
万
円
ま
で

動
力
噴
霧
機
を
無
料
貸
出

　
８
月
か
ら
10
月
は
水
稲
・
大
豆
病
害
虫

の
防
除
時
期
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い

た
で
は
動
力
噴
霧
機
を
無
料
で
お
貸
し
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
最
寄
り
の
各
支
所
出
張
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。《

お
問
合
せ
先
》

東
部
支
所	

	TEL
０
９
７
８-

６
３-

４
４
６
６

中
西
部
支
所	

	TEL
０
９
７
３-

７
２-

３
４
０
９

大
分
出
張
所	

	TEL
０
９
７-

５
７
６-

７
４
６
１

南
部
支
所	

	TEL
０
９
７
４-

２
２-

３
３
３
０

竹
田
出
張
所	

	TEL
０
９
７
４-

６
３-

２
８
２
５

北
部
支
所	

	TEL
０
９
７
８-

３
２-

１
３
０
７

〈
交
付
条
件
〉

　
水
稲
共
済
加
入
者
で
、
平
成
28
年

産
水
稲
作
付
け
耕
地
の
獣
害
対
策

を
目
的
と
し
て
新
た
に
購
入
・
設
置

し
た
も
の
を
交
付
対
象
と
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
交
付
の
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

○
交
付
申
請
書

○	

購
入
の
証
明
が
で
き
る
書
類
の
写

し
（
購
入
伝
票
、
領
収
書
等
）

○
設
置
状
況
報
告
書

（
設
置
状
況
の
写
真
を
添
付
）

○	

県
お
よ
び
市
町
村
の
補
助
金
交

付
決
定
通
知
書
の
写
し

※	

申
請
書
は
各
支
所
・
出
張
所
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

〈
申
請
期
限
〉

平
成
28
年
11
月
30
日
（
水
）

補助対象・補助額
補助対象 補助額

電気防護柵（器具一式・本体のみ）

購入経費から県・市町村補助額を控除し
た額の 30％以内
ただし、一経営体ごとに 30万円を上限

電柵用バッテリー及び電池

鉄線柵及び金網柵
（器具一式、施工費含む）

防獣用ネット柵（器具一式）

トタン柵
※補助金交付額は、水稲共済損害防止事業の予算の範囲内となります。

NOSAI からのお知らせ



建物共済の重要なお知らせ
熊本・大分地震による被害状況報告

支払見込み共済金は約８千万円

「収容農産物補償特約」がスタート
建物総合共済の特約で保管中の農産物を補償

収容農産物とは…

付属建物（倉庫等）の
総合共済加入の条件

① 対象となる事故

② 補償タイプ

本年４月に発生した「平成28年熊本地震」は大
分県内にも被害を及ぼしました。

　NOSAIおおいたは４月16日に「農業共済災害対策本部」を
設置し、対応にあたりました。
　現在、地震被害の支払いにむけて全力で作業を進めていま
す。支払共済金は約8,000万円を見込んでいます。

両タイプとも損害額が1万円を超えた場合に、１品目１口あたり100万円を限度に
損害額の全額を共済金として支払います。ただし、地震等事故については実損実額
の30％までとなります。

•住宅並みの基礎で施工している建物。
•外壁（４面）と屋根がスレート以上の強度をもつ材質で施工している建物。

出荷前の一時保管または販売目的で保管しているもの、乾燥・調製中のものです。
※自家消費分は除く

火災等及び自然災害等（建物総合共済の共済事故と同じです）

などの条件がありますので、詳しくはお近くのNOSAIまでご連絡ください。

一時的な保管に対応

Ａタイプ
共済掛金：１品目１口あたり1,000円　

（最大５口まで）
補償期間：120日以内

（１品目あたり
　 加入者が申し出た期間）

通年保管に対応

Ｂタイプ
共済掛金：１品目１口あたり3,000円　

（最大５口まで）
補償期間：年間を通じて補償

概況

熊本地震　建物共済被害申告状況

東 部 支 所 管 内
中西部支所管内
南 部 支 所 管 内
北 部 支 所 管 内

計

支 所 名
戸 数

8
171
44
24

247

棟 数

申 告

8
179
45
24

256

　昨年９月の台風18号により、関東・東北におい
て収穫後に倉庫に保管していた米穀が水被害を受
けました。
　このような災害に対応するため、建物総合共済
の特約として収容農産物（米・麦・大豆）を補填する
仕組みを平成28年８月より新設しました。

③ 共済金

コメ ムギ ダイズコメ ムギ ダイズ

です

対象農産物は

米・ ・麦 大豆

8
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　「被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
些
少
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
の
復
旧
・
復
興

に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
す
」

組
合
長
理
事
　阿
部
順
治

9

果
樹
共
済

　
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
や
病
害
虫
・
鳥

獣
害
等
（
共
済
事
故
）
に
よ
り
減
収
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
減
収
の
程
度
に
よ
っ
て
共
済

金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　
共
済
金
の
お
支
払
い
は
、
共
済
事
故
に
よ

る
減
収
が
前
提
で
す
。
共
済
事
故
が
あ
っ
た

場
合
は
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。大

豆
共
済

　

発
芽
不
能
・
す
き
込
み
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

ほ
場
ご
と
の
発
芽
率
が
3
割
未
満
の
場

合
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
発
芽
率
3
割
未
満
で
あ
る
か
確
認

後
、
発
芽
不
能
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　
ご
連
絡
の
な
い
ま
ま
に
な
る
と
、
損
害
評

価
が
遅
れ
、
管
理
状
況
が
悪
い
と
み
な
さ
れ

不
利
益
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
通
知
な
し
に
す

き
込
み
を
行
う
と
被
害
認
定
が
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
事
前
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

被
災
地
支
援
の
取
組
み

○
女
性
部
『
リ
ベ
ル
テ
』

　
バ
ザ
ー
売
り
上
げ
を
被
災
者
支
援
に

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
中
西
部
支
所
の
女

性
組
織「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
女
性
部『
リ
ベ
ル
テ
』」

（
会
長
＝
高
村
美
奈
子
さ
ん
）
は
5
月
に
開

催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
売
上
金
約

６
万
円
を
「
平
成
28
年
４
月
地
震
大
分
県
被

災
者
義
援
金
」
と
し
て
、
大
分
県
を
通
じ
て

寄
付
し
ま
し
た
。

　
毎
年
春
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
実
施

し
て
い
る
「
リ
ベ
ル
テ
」
で
す
が
、
今
年
は

４
月
の
地
震
の
被
災
者
支
援
と
し
て
、
寄
付

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
役
職
員
一
同
協
力
の
も
と

　
5
月
18
日
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
は
4

月
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
、
大
分
県
内
被

害
へ
の
支
援
と
し
て
、役
職
員
協
力
の
も
と
、

約
16
万
円
を
県
に
寄
付
し
ま
し
た
。

建
物
共
済

　
近
年
、
全
国
的
に
豪
雨
や
竜
巻
、
水
害

な
ど
の
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
発
生
し
た
地
震

火災共済 火災・落雷など小損害から新価補償で安心

１棟当たり加入限度額6,000万円

補
償
内
容

・盗難によるき損、汚損・破裂及び爆発・建物外部からの物体の落下など（自然災害は除く）

車両の飛込み 給排水設備の
事故による水漏れ

（蛇口の締忘れ、老朽化は対象外）

火　災
もらい火もしっかり補償

落　雷
家電製品の修理費なども補償

総合共済 火災共済の補償に加えて自然災害を補償

１棟当たり加入限度額2,000万円

補
償
内
容

風　害

地　震

水　害

津　波

雪　害

噴　火

・自然災害で（地震等を除く）被害を受け
た場合は、損害額から1万円又は再取
得価額の５%に相当する額のいずれか
低い額が差し引かれます。

 共済金額の 30% 限度
建物は評価額の5%以上の損害から
家具類は70%以上の損害から
共済金支払いになります。

新価特約の付帯で、再取得・再建築するのに必要な額（新価額）を損害の額と認定して共済金をお支払いしま
す（建物の維持管理が適切に行われていることが必要です）。新価特約を付けても掛金は変わりません。

で
は
、
大
分
県
内
に
も
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で

は
、
万
が
一
の
備
え
と
し
て
、
建
物
共
済

へ
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

NOSAI からのお知らせ



１
．
事
業
推
進

①   

未
加
入
者
に
向
け
た
推
進
の
取

組
み
強
化

②   

収
入
保
険
制
度
検
討
調
査
事
業

に
対
す
る
協
力
・
支
援

③   

農
業
共
済
制
度
改
正
内
容
に
即

し
た
事
業
展
開
の
検
討

④   

農
家
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
維
持
及

び
総
共
済
金
額
６
，
１
１
０
億

円
の
必
達

２
．
組
織
運
営
体
制

①   

職
員
数
を
減
ら
し
て
も
機
能
す

る
運
営
体
制
の
検
討

②   

事
務
の
効
率
化

③   

運
営
コ
ス
ト
の
削
減

④   

経
理
業
務
の
本
所
一
元
化

３
．
適
正
な
運
営

①   

法
令
等
遵
守
態
勢
の
確
立

②   

内
部
監
査
の
強
化

③   

情
報
の
共
有
化
、
相
互
理
解
に

基
づ
く
運
営
態
勢
の
構
築

④   

人
事
考
課
制
度
の
導
入
検
討

平
成
28
年
度
事
業
実
施
方
針

10

　

開
会
に
先
立
ち
、
阿
部
順
治
組
合
長
理

事
は
「
先
般
の
熊
本
・
大
分
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
事
業
計
画

６
，
３
１
３
億
円
に
対
し
て
、
６
，
３
４
２
億

円
を
達
成
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
妥
結
・
調

印
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
政
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
貌
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は

更
に
『
組
合
員
の
た
め
の
組
織
運
営
』
の
経

験
を
積
み
、
農
家
・
組
合
員
の
付
託
に
応
え

る
強
固
な
組
合
を
目
指
す
」
と
挨
拶
。
続
い

て
、
来
賓
の
太
田
豊
彦
大
分
県
副
知
事
及
び

土
居
昌
弘
県
議
会
農
林
水
産
委
員
長
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第３回通常総代会開催 全議案可決承認！
　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール　第３回通常総代会が、６月30日、大分市のホルトホール
大分にて開かれました。総代139名（うち書面による出席43
名）の出席により、提出した全10議案についての慎重な審議
がおこなわれました。議長には栗林量教総代（由布市）が選任

阿部順治組合長理事

議長に選任された
栗林量教総代

土居昌弘議員 太田豊彦副知事
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提
出
議
案
と
要
旨

第
１
号
議
案

○ 

平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
、
財
務
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て　
　

・  

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
議
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
2
号
議
案

○
平
成
28
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

・  

目
標
総
共
済
金
額　
　
６
，
１
１
０
億
円

・  

業
務
収
支
予
算　
14
億
７
，
３
８
２
万
円

・  

家
畜
診
療
所
収
支
予
算

　
２
億
６
，
２
９
９
万
円

第
3
号
議
案

○ 

平
成
28
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
額
及
び
徴

収
方
法
に
つ
い
て

・
事
務
費
賦
課
予
定
額

　
1
億
１
，
０
５
５
万
円

・  

建
物
総
合
共
済
の
収
容
農
産
物
補
償
特
約

に
係
る
事
務
費
賦
課
金
額　

共
済
金
額

１
万
円
当
た
り
３
～
９
円
。

・ 

徴
収
方
法　
賦
課
金
の
払
込
期
日
は
、
共

済
規
程
に
定
め
る
共
済
目
的
別
の
掛
金
払

込
期
日
と
同
一
と
す
る
。

第
4
号
議
案

○ 

平
成
28
年
度
役
員
等
の
報
酬
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

○
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
6
号
議
案

○ 

平
成
28
年
度
農
作
物
共
済
無
事
戻
金
の
支

払
い
に
つ
い
て

第
7
号
議
案

○
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

東
部
支
所　
　
　
42
名

　
中
西
部
支
所　
　
98
名

　
北
部
支
所　
　
　
４
名

　
本
所　
　
　
　
　
12
名

　

計
１
５
６
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
8
号
議
案

○
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
承
認
に
つ
い
て

近
藤
信
彦
（
県
農
林
水
産
部
参
事
監
兼
畜

産
振
興
課
長
）、

岡
正
則
（
県
畜
産
協
会
事
務
局
長
兼
家
畜

衛
生
課
長
）
の
２
氏
の
選
任
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
9
号
議
案

○ 

果
樹
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て
（
ぶ
ど
う
）

・
適
用
対
象
年
産

　
平
成
30
年
産
及
び
平
成
31
年
産

・
危
険
段
階　
３
段
階

・
危
険
指
数　
１・５
倍

　

第
10
号
議
案

○
共
済
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・  

畑
作
物
共
済
の
共
済
掛
金
率
に
危
険
段
階

を
設
定
す
る
た
め
の
一
部
改
正

・  

建
物
共
済
事
業
総
合
共
済
に
収
容
農
産
物

補
償
特
約
等
を
新
設
す
る
た
め
の
一
部

改
正

平成28年度　役員等の報酬額

役　員 909万8千円以内

総　代 114万円以内

損害評価会委員、
損害評価員 4,348万2千円以内

共済部長 3,595万3千円以内

顧問料(弁護士) 32万4千円以内

家畜診療所運営
委員 2万４千円以内

平成28年度　特別積立金の取崩しの内容

農作物共済勘定 2,440万6千円以内
損害防止事業

農作物共済勘定 10万円以内
法人化等に係る奨励金

家畜共済勘定 1,215万４千円以内
損害防止事業

果樹共済勘定 196万５千円以内
損害防止事業

任意共済勘定 200万円以内
損害防止事業

平成28年度　農作物共済無事戻金

共済目的 水稲 麦

交付対象年度 平成25年産～平成27年産

交付対象件数 7,544戸 137戸

交付金額 2,700万6,193円 900万2,839円
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制
度
の
普
及
、
事
業
推
進
に
尽
力

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業　
功
労
者
表
彰

第
１
号
表
彰
（
基
礎
組
織
の
部
）

辰
口　
善
明　
（
国
東
市
）

工
藤　
重
忠　
（
日
出
町
）

甲
斐　
敏
資　
（
大
分
市
）

石
松　
國
雄　
（
日
田
市
）

江
田　
孝
嗣　
（
日
田
市
）

松
木　
重
徳　
（
九
重
町
）

河
野　
忠
幸　
（
佐
伯
市
）

佐
藤　
政
雄　
（
臼
杵
市
）

佐
藤　
寿
則　
（
竹
田
市
）

蜷
川　
輝
美　
（
豊
後
高
田
市
）

清
水　
康
明　
（
中
津
市
）

川
島　
藤
男　
（
宇
佐
市
）

第
３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）

瀧　
　
修
一　
（
宇
佐
市
）

橋
爪　
　
勉　
（
大
分
市
）

矢
野　
元
信　
（
中
津
市
）

建
物
共
済
の
部

堀
池　
幸
博　
（
国
東
市
）

東
照
寺　
忍　
（
杵
築
市
）

杉
田　
修
一　
（
由
布
市
）

久
原　
郁
由　
（
臼
杵
市
）

古
庄　
光
次　
（
竹
田
市
）

野
畑　
佑
昌　
（
宇
佐
市
）

加
藤　
公
昭　
（
宇
佐
市
）

田
吹　
秀
明　
（
国
東
市
）

藤
本　
宏
晃　
（
国
東
市
）

古
川　
　
保　
（
杵
築
市
）

伊
東　
健
治　
（
杵
築
市
）

阿
部　
民
男　
（
杵
築
市
）

麻
生　
政
司　
（
由
布
市
）

江
藤　
春
夫　
（
玖
珠
町
）

川
野　
敬
也　
（
臼
杵
市
）

渡
辺　
国
光　
（
豊
後
大
野
市
）

野
仲　
虎
勝　
（
豊
後
大
野
市
）

神
志
那
静
清　
（
豊
後
大
野
市
）

多
田　
哲
朗　
（
豊
後
大
野
市
）

中
尾　
宗
治　
（
竹
田
市
）

岩
川　
　
径　
（
竹
田
市
）

河
野　
勝
吉　
（
竹
田
市
）

永
岡　
新
吾　
（
中
津
市
）

時
枝　
英
勝　
（
宇
佐
市
）

小
野　
正
彦　
（
宇
佐
市
）

樋
田　
慎
一　
（
宇
佐
市
）

萩
原　
哲
美　
（
宇
佐
市
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
６
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
通
常
総
代
会
に
お

い
て
「
平
成
28
年
度
大
分
県
農
業
共
済
組
合
表
彰
」
の

受
賞
者
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

前列左より	 辰口善明さん、工藤重忠さん、甲斐敏資さん
	 河野忠幸さん、川島藤男さん、佐藤政雄さん
後列左より	 矢野元信さん、橋爪　勉さん、瀧　修一さん
	 清水康明さん、蜷川輝美さん

平
成
28
年
度

大
分
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

平
成
28
年
度

大
分
県
農
業
共
済
組
合
長
感
謝
状

平
成
28
年
度

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

事
業
推
進
功
労
者
表
彰
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人件費
1,060,028

事務費 28,870
業務費 52,946

普及推進費 64,103

施設費 53,966
損害評価費 44,761

損害防止費 69,503

諸税負担金
14,308

建設引当金繰入
20,000

業務繰延残金繰入
77,601 業務引当金繰入 13,000

その他 79,107

支出合計
1,578,193（千円）

前期繰越業務残金
77,602

受取補助金
768,096

事務費賦課金
110,551

受取利息
121,050

損害防止収入
38,925

任意共済勘定受入
280,582

その他 77,021

収入合計
1,473,827（千円）

人件費
1,044,950

事務費 37,540

業務費 58,981

普及推進費 66,567

施設費 50,416
損害評価費 55,415

損害防止費 78,881

課税負担金 13,048
業務引当金繰入 8,000

その他 60,029

支出合計
1,473,827（千円）

平成27年度業務収支決算額

平成28年度業務収支予算（収入）

平成28年度業務収支予算（支出）

平成27年度事業実績並びに平成28年度事業計画

平成27年度実績 平成28年度計画

水稲共済
引受面積
共済金額
支払共済金

19,590㌶
126億7,390万円
1億6,775万円

引受面積
共済金額

19,080㌶
118億9,307万円

麦 共 済
引受面積
共済金額
支払共済金

4,800㌶
9億6,327万円
1億6,246万円

引受面積
共済金額

4,824㌶
9億7,104万円

家畜共済
引受頭数
共済金額
支払共済金

116,188頭
95億527万円
7億1,282万円

引受頭数
共済金額

111,440頭
91億2,887万円

果樹共済
引受面積
共済金額
支払共済金

275㌶
5億7279万円
5,907万円

引受面積
共済金額

256㌶
4億9,620万円

畑 作 物
共 済

引受面積
共済金額
支払共済金

1,509㌶
2億9,486万円
4,892万円

引受面積
共済金額

1,550㌶
3億1,844万円

園芸施設
共 済

引受棟数
共済金額
支払共済金

9,070棟
68億7,014万円
5,461万円

引受棟数
共済金額

8,839棟
63億760万円

建物共済
引受棟数
共済金額
支払共済金

56,824棟
5,930億8,983万円
1億3,764万円

引受棟数
共済金額

55,252棟
5,721億6,000万円

農 機 具
共 済

引受台数
共済金額
支払共済金

4,882台
102億4,684万円

3,157万円

引受台数
共済金額

4,791台
97億2,000万円

合　計
共済金額
支払共済金

6,342億1,693万円
13億7,487万円

共済金額 6,109億9,524万円

平
成
28
年
度

事
業
計
画

業
務
収
支
予
算

　

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
更
な
る
制
度
の
普
及
と

加
入
拡
大
に
努
め
、
総
共
済
金
額
６
，
１
１
０
億
円

の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
時
に
、
引
き
続
き
業
務
運
営
の
合
理
化
・
効
率

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

に
よ
る
意
識
改
革
、
組
織
的
な
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
浸
透
を
図
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
及
び
組
合

の
適
正
運
営
に
努
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
の

維
持
・
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
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■
夏
場
は
つ
い
開
け
っ
放
し
に

　

夏
場
、
つ
い
窓
を
開
け
た
ま
ま
外
出
。
網　

戸
の
ま
ま
就
寝
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

夏
場
の
無
施
錠
は
泥
棒
に
と
っ
て
は
格
好
の

標
的
で
す
。
よ
く
よ
く
考
え
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

　

泥
棒
の
進
入
場
所
と
し
て
多
い
の
が
、
リ

ビ
ン
グ
の
掃
き
出
し
窓
（
人
が
出
入
り
で
き

る
、
床
の
高
さ
と
差
が
な
い
窓
）・
玄
関
で
す
。

市
街
地
で
は
ゴ
ミ
出
し
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス

キ
を
狙
っ
て
侵
入
し
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
高

層
階
で
も
、
屋
上
か
ら
侵
入
を
図
り
ま
す
。

短
い
時
間
だ
か
ら
と
安
心
せ
ず
、
施
錠
を
す

る
こ
と
で
盗
難
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。■

あ
り
き
た
り
な
場
所
に
鍵
を
保
管

　

鍵
の
保
管
場
所
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
、
ポ
ス
ト
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
下
な
ど
は

危
険
で
す
。
泥
棒
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
や
通
行

人
の
フ
リ
を
し
て
、
よ
く
あ
る
保
管
場
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
車
や
農
機
具
に
つ
い
て

も
、
鍵
を
指
し
た

ま
ま
又
は
サ
ン
バ

イ
ザ
ー
に
挟
む
な

ど
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

■
泥
棒
が
嫌
が
る
「
音・光・時
間
」

　

暑
い
夜
、
窓
を
閉
め
切
っ
て
の
就
寝
は
無

理
な
の
も
確
か
で
す
。
泥
棒
の
心
理
を
利
用

し
て
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

　

哺
乳
期
に
子
牛
が
血
便
に
な
る

と
、
み
な
さ
ん
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
を

疑
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
と
は

　
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
と
は
寄
生
虫
の
一

種
で
、
感
染
し
た
牛
の
糞
の
中
か
ら

口
に
入
っ
て
感
染
し
、
腸
管
で
増
殖

し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　

血
便
は
腸
粘
膜
が
破
壊
さ
れ
て

出
血
し
て
い
る
状
態
で
、
重
度
の
と

き
は
腸
管
か
ら
栄
養
が
十
分
に
吸

収
さ
れ
ず
、
痩
せ
細
っ
て
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
家
畜
診
療
所
で
は
、
コ
ク

シ
ジ
ウ
ム
症
の
予
防
と
し
て
効
果
が

期
待
で
き
る
『
バ
イ
コ
ッ
ク
ス
』
を

子
牛
へ
投
薬
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
診
療
で
畜
産
農
家
を

回
っ
て
い
る
と
「
バ
イ
コ
ッ
ク
ス
を

与
え
て
い
る
け
ど
一
ヶ
月
も
経
た
ず

に
血
便
が
で
る
」
と
い
う
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
、
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の
感
染

量
が
ま
だ
不
十
分
な
時
期
に
投
与

さ
れ
て
い
る
事
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
に

い
る
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
は

駆
虫
さ
れ
ま
す
が
、
感

染
量
が
足
り
な
い
た
め

に
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
に
対

す
る
免
疫
が
獲
得
で
き

ず
再
び
感
染
し
て
し
ま

う
た
め
で
す
。

　
バ
イ
コ
ッ
ク
ス
を
投
与
し
て
も
血

便
が
出
る
時
は
、
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
の

虫
卵
の
有
無
を
再
検
査
し
、
予
防

投
与
が
適
切
な
時
期
に
で
き
て
い

る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
牛
舎
内
の
清
掃
・
消
毒
の
徹

底
を

　
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
の
発
生
を
抑
え

る
に
は
、
飼
養
環
境
中
の
コ
ク
シ
ジ

ウ
ム
を
減
ら
し
、
口
か
ら
の
感
染
量

を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
牛
床
は
常
に
き

れ
い
な
状
態
に
す
る
こ
と
が
非
常
に

大
切
で
す
。
牛
床
の
入
れ
替
え
時

に
は
糞
便
を
き
れ
い
に
掃
除
し
、
塩

素
系
の
消
毒
剤
で
は
な
く
、
コ
ク
シ

ジ
ウ
ム
に
効
果
の
あ
る
消
毒
剤
（
Ｃ

Ｐ
Ｐ
な
ど
）
や
熱
湯
で
消
毒
し
て
、

徹
底
乾
燥
さ
せ
て
死
滅
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

予
防
薬
・
消
毒
薬
に
つ
い
て
は
、

家
畜
診
療
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コクシジウム症について

中西部支所家畜診療所

牲
にえかわ

川　芳
よしたつ

達

診療所だより

安全安心
まちづくり 夏場の無施錠には注意を

鍵
掛
け
は
防
犯
の
基
本

後
ご

藤
とうひさのり

久典 室長

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課

安全・安心まちづくり推進室

・
音
に
敏
感

　

自
宅
の
裏
手
や
玄
関
ま
で
の
ル
ー
ト

に
砂
利
を
敷
く
こ
と
で
音
が
発
生
し
ま

す
。
小
さ
な
音
で
も
泥
棒
に
と
っ
て
は

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。
出
入
口

に
鈴
を
つ
け
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

・
光
に
敏
感

　

自
宅
や
ハ
ウ
ス
施
設
な
ど
の
出
入
口

に
感
知
式
の
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
遠
く
か
ら
で
も
人
の
存
在
が
察
知

で
き
ま
す
。

・
時
間
に
敏
感

　

泥
棒
は
な
る
べ
く
短
時
間
で
犯
行
を

終
わ
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
鍵
を
か
け
る
こ
と
が
基
本
に
な
り

ま
す
。

膀胱

前立腺

尿道

膀胱

前立腺

尿道

前
立
腺
肥
大
症

　泌
尿
器
の
病
気
に
つ
い
て
は
人
に
話

し
に
く
い
の
で
、症
状
が
現
れ
て
い
て

も
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。そ
の
た
め
病

気
の
サ
イ
ン
が
現
れ
て
い
て
も
、治
療

の
開
始
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
お
話
し
す
る
、前
立
腺
肥
大
症

は
、
50
歳
以
上
の
男
性
の
５
人
に
１
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。高
血
圧
症
、糖
尿

病
、脂
質
異
常
症
、痛
風
な
ど
、主
要
な

生
活
習
慣
病
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど一般

的
な
病
気
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　前
立
腺
肥
大
症
の
原
因
に
つ
い
て

は
、現
在
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、加
齢
と
と
も
に
男
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
減
り
、バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

〈
前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
〉

　前
立
腺
肥
大
症
は
命
に
関
わ
る
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、症
状
を
つ
ら

く
感
じ
た
り
、日
常
生
活
に
支
障
を

来
し
て
困
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
に

は
、治
療
を
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。

●
薬
物
療
法

　前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
で
は
、ま
ず

薬
物
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。薬
物
療

法
は
９
割
の
患
者
さ
ん
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　前
立
腺
の
緊
張
を
緩
め
て
尿
を
通

り
や
す
く
す
る
薬
、男
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
を
抑
え
る
薬
、膀
胱
の
緊
張
を
和

ら
げ
る
薬
、膀
胱
を
弛
緩
さ
せ
る
薬
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
手
術

　薬
物
療
法
で
効
果
が
な
い
場
合
に

は
、尿
道
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
行
う

治
療
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

泌
尿
器
の
病
気

〈
前
立
腺
肥
大
症
の
予
防
策
〉

　前
立
腺
肥
大
症
の
最
大
の
危
険
因

子
は
加
齢
で
す
。こ
れ
を
予
防
す
る
こ

と
は
誰
に
も
で
き
ま
せ
ん
が
、前
立
腺

肥
大
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、次
の
６

つ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　前
立
腺
は
、加
齢
と
と
も
に
そ
の
役

目
を
失
っ
て
ど
う
し
て
も
肥
大
し
て
い

き
ま
す
。こ
の
事
を
良
く
理
解
し
て
、

早
期
に
肥
大
を
早
め
な
い
よ
う
な
生

活
習
慣
が
必
要
で
す
。

　日
田
市
医
師
会
立日田

検
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師
　川
浪
　沙
織

①
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
刺
激
物（
唐
辛
子
、わ
さ
び
、香

辛
料
な
ど
）を
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う（※

た
だ
し
、寝
る
前
に
水
分

を
摂
り
過
ぎ
な
い
）。

④
便
秘
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
ト
イ
レ
を
我
慢
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
か
ら
だ
を
冷
や
さ
ず
、ゆ
っ
く

り
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

排尿後に残尿感がある

排尿後2時間以内に再びトイレへ

排尿中に尿が途切れる

排尿を我慢するのが難しい

尿の勢いが弱い

排尿のためにおなかに力を入れる
必要がある

寝てから朝まで排尿で何度も
目が覚める

前立腺肥大症の
自己チェック

※チェックした項目が多ければ多いほど、
　前立腺肥大症の可能性が高まる。

前
立
腺
っ
て…？

通常の前立腺の大きさはくるみ
ほどで、肥大すると鶏卵ほどの
大きさになります。前立腺が肥
大することによって、尿道が圧
迫され、排尿障害が現れます。

　前立
腺
は
男
性
に
し
か
な
く
、膀
胱
の

下
に
尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
存
在

し
ま
す
。精
液
の
一
部
で
あ
る「
前
立
腺

液
」を
分
泌
す
る
役
割
を
持
ち
ま
す
。
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膀胱

前立腺

尿道

膀胱

前立腺

尿道

前
立
腺
肥
大
症

　泌
尿
器
の
病
気
に
つ
い
て
は
人
に
話

し
に
く
い
の
で
、症
状
が
現
れ
て
い
て

も
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。そ
の
た
め
病

気
の
サ
イ
ン
が
現
れ
て
い
て
も
、治
療

の
開
始
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
お
話
し
す
る
、前
立
腺
肥
大
症

は
、
50
歳
以
上
の
男
性
の
５
人
に
１
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。高
血
圧
症
、糖
尿

病
、脂
質
異
常
症
、痛
風
な
ど
、主
要
な

生
活
習
慣
病
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど一般

的
な
病
気
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　前
立
腺
肥
大
症
の
原
因
に
つ
い
て

は
、現
在
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、加
齢
と
と
も
に
男
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
減
り
、バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

〈
前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
〉

　前
立
腺
肥
大
症
は
命
に
関
わ
る
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、症
状
を
つ
ら

く
感
じ
た
り
、日
常
生
活
に
支
障
を

来
し
て
困
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
に

は
、治
療
を
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。

●
薬
物
療
法

　前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
で
は
、ま
ず

薬
物
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。薬
物
療

法
は
９
割
の
患
者
さ
ん
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　前
立
腺
の
緊
張
を
緩
め
て
尿
を
通

り
や
す
く
す
る
薬
、男
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
を
抑
え
る
薬
、膀
胱
の
緊
張
を
和

ら
げ
る
薬
、膀
胱
を
弛
緩
さ
せ
る
薬
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
手
術

　薬
物
療
法
で
効
果
が
な
い
場
合
に

は
、尿
道
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
行
う

治
療
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

泌
尿
器
の
病
気

〈
前
立
腺
肥
大
症
の
予
防
策
〉

　前
立
腺
肥
大
症
の
最
大
の
危
険
因

子
は
加
齢
で
す
。こ
れ
を
予
防
す
る
こ

と
は
誰
に
も
で
き
ま
せ
ん
が
、前
立
腺

肥
大
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、次
の
６

つ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　前
立
腺
は
、加
齢
と
と
も
に
そ
の
役

目
を
失
っ
て
ど
う
し
て
も
肥
大
し
て
い

き
ま
す
。こ
の
事
を
良
く
理
解
し
て
、

早
期
に
肥
大
を
早
め
な
い
よ
う
な
生

活
習
慣
が
必
要
で
す
。

　日
田
市
医
師
会
立日田

検
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師
　川
浪
　沙
織

①
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
刺
激
物（
唐
辛
子
、わ
さ
び
、香

辛
料
な
ど
）を
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う（※

た
だ
し
、寝
る
前
に
水
分

を
摂
り
過
ぎ
な
い
）。

④
便
秘
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
ト
イ
レ
を
我
慢
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
か
ら
だ
を
冷
や
さ
ず
、ゆ
っ
く

り
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

排尿後に残尿感がある

排尿後2時間以内に再びトイレへ

排尿中に尿が途切れる

排尿を我慢するのが難しい

尿の勢いが弱い

排尿のためにおなかに力を入れる
必要がある

寝てから朝まで排尿で何度も
目が覚める

前立腺肥大症の
自己チェック

※チェックした項目が多ければ多いほど、
　前立腺肥大症の可能性が高まる。

前
立
腺
肥
大
症

前
立
腺
っ
て…？

通常の前立腺の大きさはくるみ
ほどで、肥大すると鶏卵ほどの
大きさになります。前立腺が肥
大することによって、尿道が圧
迫され、排尿障害が現れます。

　前立
腺
は
男
性
に
し
か
な
く
、膀
胱
の

下
に
尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
存
在

し
ま
す
。精
液
の
一
部
で
あ
る「
前
立
腺

液
」を
分
泌
す
る
役
割
を
持
ち
ま
す
。

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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長く地区の世話役を担う

強いリーダーシップにより地域を守る

私
の
住
む
大
分
市
吉
野
地
区
は
吉
野

梅
園
や
吉
野
鶏
め
し
で
有
名
で

す
。
そ
こ
で
共
済
部
長
を
12
年
間
務
め
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
水
稲
35
・
８
ア
ー
ル

と
季
節
野
菜
を
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
共
済
部
長
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
者
が

年
々
減
っ
て
い
く
中
、
部
長
の
仕
事
は
年

寄
り
が
す
る
の
が
一
番
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
若
い
人
は
仕
事
に
忙
し
く
、
地
域

の
「
人
」
を
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

難
し
い
面
も
あ
り
、大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
水
稲
作
付
面
積
は
多
い
ほ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
区
の
仲
間
と
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
収
穫

期
は
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま

本
年
４
月
よ
り
共
済
部
長
と
損
害
評

価
員
の
役
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
私
は
18
歳
の
時
に
山
香
町
の
浄
土
寺
地

区
に
嫁
ぎ
、
56
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の

時
か
ら
、
随
分
高
齢
化
や
農
業
離
れ
が
進

ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
に
は
小
学
校
も
合

併
に
よ
り
閉
校
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地

区
の
草
刈
作
業
は
、
草
刈
機
を
も
っ
て
参

加
す
る
人
も
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
は
、
74
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

現
役
で
作
業
に
参
加
し
ま
す
。

　

現
在
、
1 

・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
水
稲

を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
台
風

に
よ
り
倒
伏
し
、
収
量
の
減
収
や
収
穫
に

苦
労
し
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
評
価
員
と
し
て

地
域
組
合
員
の
た
め
、
適
正
な
評
価
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
共
済
に
つ
い
て
は
、
地
区
内
の
加

た
、
畑
で
は
ナ
ス
や
ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
白
い
カ
ボ

チ
ャ
を
植
え
ま
し
た
。
味
が
良
い
の
で
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た

野
菜
は
、
同
地
区
内
の
妹
が
経
営
し
て
い

る
直
売
所
「
べ
っ
ぴ
ん
の
里
」
で
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
辺
り
は
草
刈
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
持
つ
の
は
60
歳
を
超
え
た
人
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
体
が
元
気
な
う

ち
は
、
地
区
の
役
も
引
き
受
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
率
は
低
く
、
万
が
一
の
時
、
地
区
や
組

合
員
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
職
員
と

と
も
に
新
規
加
入
を
推
進
し
、
加
入
者
が

増
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

趣
味
は
働
く
こ
と
。
10
年
ほ
ど
前
に
、

㈲
「
楽た

の
四し

季き

舎し
ゃ

」
と
言
う
会
社
を
立
ち
上

げ
、
20
名
近
く
の
従
業
員
と
と
も
に
、
地

元
産
の
米
粉
な
ど
を
使
用
し
た
パ
ン
や

饅
頭
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
朝
一
番

に
仕
込
み
を
し
た
り
、
働
く
時
間
も
不
定

で
す
が
、
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
が
元
気
の
源
で
あ

り
、
こ
の
元
気
さ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

生
み
、
地
域
を
守
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
農
業
は
、
米
価
の
低
迷
な
ど
で
大

変
で
す
が
、
下
を
向
か
ず
、
上
を
向
き
、

考
え
、
体
を
動
か
し
て
行
き
た
い
で
す
。

中西部支所（大分市福良〈吉野地区〉）

浅
あ さ の

野  紀
き よ し

代士さん（85） 担当戸数 10 戸

東部支所（杵築市山香町）

甲
か い

斐  榮
え い こ

子さん（74） 担当戸数８戸

浅野さん自慢の畑

元気に草刈りをする甲斐さん
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す
い
場
所
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話

す
。

従
業
員
も
出
荷
者
も
パ
ワ
フ
ル
！

　

自
身
も
出
荷
者
で
あ
る
従
業
員
が
、
お
客

さ
ん
に
商
品
の
説
明
や
料
理
の
際
の
調
理
法

な
ど
「
こ
う
す
れ
ば
美
味
し
い
よ
」
と
声
を

か
け
る
。
地
元
住
民
の
た
め
に
、
日
用
雑
貨

や
花
の
苗
な
ど
も

取
り
扱
っ
て
い

る
。「
出
荷
者
や
従

業
員
も
高
齢
の
方

が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
元
気
に

営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と

児
玉
さ
ん
。

ア
ツ
ア
ツ
の
ピ
ザ
を
手
作
り
体
験

　
「
荘
園
ほ
た
る
」
で
は
、
ピ
ザ
作
り
体
験
も

行
っ
て
お
り
、
生
地
練
り
か
ら
お
好
み
の
具

材
を
の
せ
て
焼
く
。「
参
加
者
か
ら
は
、
手
作

り
で
ア
ツ
ア
ツ
の
ピ
ザ
を
楽
し
め
る
と
好
評

で
す
。
ぜ
ひ
ピ
ザ
作
り
体
験
へ
お
越
し
下
さ

い
」
と
笑
顔
の
好
子
さ
ん
。

　

国
東
半
島
の
西
部
に
位
置
す
る
豊
後
高

田
市
田
染
小
崎
地
区
の
「
味
処
・
荘
園
ほ

た
る
」
で
は
、
地
元
産
の
旬
な
食
材
を
使

用
し
た
「
荘
園
ピ
ザ
」
と
「
荘
園
カ
レ
ー
」

を
提
供
し
て
い
る
。

　

お
店
は
地
元
住
民
で
構
成
さ
れ
た
「
荘

園
の
里
推
進
委
員
会
女
性
部
」（
部
長
＝

冨と
み
た田

ヨ
ネ
子
さ
ん
）
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代

で
切
り
盛
り
を
し
て
い
る
。「
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
若
者

向
け
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
こ
と

で
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と

同
会
メ
ン
バ
ー
の

河こ
う
の
よ
し
こ

野
好
子
さ
ん
。

　

臼
杵
市
吉
小
野
の
県
道
25
号
線
沿
い
に

あ
る
「
農
産
物
直
販
所
な
か
う
す
き
」
は
、

地
元
の
野
菜
が
並
び
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

臼
杵
市
に
は
な
い
季
節
の
野
菜
・
果
物
な

ど
も
販
売
し
て
い
る
。
直
販
所
代
表
の

児こ
だ
ま
し
げ
お

玉
茂
生
さ
ん
（
68
）
は
「
立
ち
寄
り
や

地
元
の
旬
な
食
材
で
熱あ
つ
あ
つ々

の
ピ
ザ
を

「
味
処
・
荘
園
ほ
た
る
」

元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

「
農
産
物
直
販
所
な
か
う
す
き
」

地元の食材をのせて

味処 荘園ほたる
℡ 0978-26-2525
豊後高田市田染小崎 2596
営業時間／第１・３週の金曜日・土曜日
　　　　　11：00 ～ 15：00

〈ピザ作り体験〉
時間：営業時間と同じ
定員：小学生以上２～５名（1日1組限定）
料金：一人 1,000 円（ピザ・ドリンク付）
※希望日の３日前までに予約が必要です

荘園ピザ（洋風㊧　和風㊨）各 700 円
荘園カレー 700 円
コーヒー付 プラス 100 円
かりんとう（プレーン・ゴマ）各 100 円

児玉代表（中央左）と従業員の皆さん野菜や日用品が並ぶ店内

出荷者の上
う え お

尾さんも笑顔

農産物直販所なかうすき
℡ 0972-65-2498
臼杵市吉小野井上鍛冶

（臼杵カントリークラブ入口前）
営業時間／ 8：00 ～ 17：00
定休日／月曜日

河
こ う の

野暁
あ け み

美さん㊧と河
こ う の

野好
よ し こ

子さん㊨

味処 荘園ほたる
655

655

34

31

田染中学校
田染保育園

大田小学校

三の宮八幡宮
極楽寺

杵築市役所
大田庁舎

臼杵
駅

東九州自
動車道

25

30

ホームワイド
臼杵店

217

502

臼杵
カントリークラブ

農産物直販所 なかうすき

Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
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北
﨑
家
は
、
現
在
、
隆
大
さ
ん
と
両
親
で
肥
育
牛
約
２
９
０
頭
を
飼
育
し
て

い
る
。

　
隆
大
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
両
親
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
10
年
前

よ
り
、
畜
産
経
営
に
本
格
的
に
携
わ
り
は
じ
め
た
。「
良
質
な
牛
を
育
て
品
評

会
等
で
表
彰
さ
れ
た
時
は
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
が
、
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
や
苦
労
す
る
事
も
多
い
」
と
隆
大
さ
ん
は
話
す
。

　
御
両
親
は
、
隆
大
さ
ん
が
一
緒
に
畜
産
業
を
営
む
事
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
「
こ
れ
か
ら
夫
婦
二
人
で
ぼ
ち
ぼ
ち
と
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
が
、
も
う

ひ
と
ふ
ん
ば
り
し
な
い
と
い
け
な
い
な
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
最
近
70
頭
ほ
ど
飼
育
頭
数
を
増
や
し
た
が
、「
今
後
は
大
幅
な
規
模
拡
大
よ

り
も
現
在
の
規
模
を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
良
質
な
牛
を
育
て
た
い
」
と
隆
大
さ

ん
。
力
強
く
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

《豊後高田市　北﨑さんファミリー》
・父　　北　﨑　敏

とし
　文

ふみ
　さん　（60）

・母　　　　　　貴
き み こ

美子　さん　（60）
・本人　　　　　隆

たか
　大

ひろ
　さん　（35）

今月号の表紙

ハガキまたは E メールに
下記の①～⑤を記入いた
だき、お申し込みくださ
い。当選者は発送をもっ
て発表にかえさせていた
だきます。
①クイズの答え
② 感想や 1 番よかった記

事、NOSAI へ の 質 問
や要望

③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号
● ハガキのお送り先

〒 870-0822
大分県大分市大道町
3 丁目 1 番 1 号
大分県農業共済組合
広報係

● E メールのお送り先
kirari@nosai-oita.jp

Q. 問題
建物総合共済の特約として、倉庫などに保管する農産物への
被害を補償する「収容農産物補償特約」が新設されましたが、
その特約で補償される農産物は何でしょうか？（全てカタカ
ナ表記で記載してください）

【応募の締め切り】
2016 年９月 16 日（金）（消印有効）
【第 11号（５月号）クイズの正解】　のうきくん

「かぼすコンフィチュール
（ジャム）2本セット」

あねさん工房株式会社（緒方町）

□□・□□・□□□

　応募総数 32通のうち、正解者は 31通でした。抽
選の結果、５名の方に「手作りローズティー・薔薇の塩・
ピクルスのセット」をお贈りしました。

「ひとつひとつ愛情こめて作って
ます」と進藤社長

工房の従業員の皆さん

正解者の中から
抽選で

5名様にお贈り
します。

ホテル　　　　　能登半島：輪島観光（朝市・キリコ会館）
千里浜なぎさドライブウェイ・千里浜レストラン（昼食）
金沢市内観光（兼六園・茶屋等）    小松空港     福岡空港    各地区へ

1537年織田信長の叔父の織
田与次郎によって築城、天守
は現存する最古の様式。

国宝「犬山城」
古い町並みに水路が通る風
情ある景観。清流や日本名水
百選「宗祇水」も有名。

水の都「郡上八幡」

1日目

日本3大朝市のひとつや、日
本で唯一現存する代官所「高
山陣屋」。「高山祭屋台会館」
では、高山祭の雰囲気が味わ
える屋台（山車）が並ぶ。

高山市内観光
ユネスコ文化遺産に登録さ
れた白川郷。豊かな自然の
中に合掌造り家屋が並ぶ景
色は幻想的。飛騨牛を使用
した郷土料理を味わう。

白川郷の合掌造り

2日目

日本3大朝市のひとつ輪島
朝市。「キリコ会館」には、古
くから能登地方で行われる
キリコ（灯篭）祭りの巨大な
灯篭が並ぶ。

輪島観光
千里浜は全長８kmの車で走
れる日本でここだけのドラ
イブウェイ。レストランハウ
スでは「貝めし御膳」が味わ
える。

千里浜なぎさドライブウェイ
ご存知、加賀百万石を象徴
する大名庭園「兼六園」。明
治初期に建築された茶屋洋
式の町家が連ねる「東茶屋
街」も風情たっぷり。

金沢市内観光

3日目

大分市中央町２-１-25
TEL：097-537-4891／FAX：097-533-0886
担当：佐藤春樹

旅行企画 旅行取扱

大分県農業共済組合 大分支店西日本ツーリスト株式会社

「日本の宿 のと楽」は七尾湾を一
望できる豪華絢爛なお宿。郷土芸
能の「鬼面太鼓ショー」も必見。

東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
中西部支所　TEL.0973-72-3409

南 部 支 所　TEL.0974-22-3330
北 部 支 所　TEL.0978-32-1307

NOSAI
ふれあいの旅
NOSAINOSAINOSAI
ふれあいの旅ふれあいの旅ふれあいの旅

ホテル内に回遊式日本庭園。
天然温泉でゆっくりと。

高山グリーンホテル高山グリーンホテル

１
日
目

行　　程1班 2班 3班
12
月
４
日
㈰

12
月
６
日
㈫

12
月
11
日
㈰

12
月
５
日
㈪

12
月
７
日
㈬

12
月
12
日
㈪

12
月
６
日
㈫

12
月
８
日
㈭

12
月
13
日
㈫

２
日
目

３
日
目

中部
国際空港

犬山城

高山

白川郷

金沢

千里浜

輪島

和倉温泉

小松空港

郡上八幡

■申込締切 ／ 2016年10月31日（月）
■旅行代金 ／ 87,000円（和室4～5名部屋）
※２人部屋（洋室）ご利用の場合、追加料金
　お一人様 3,000円増し。数に限りがあります。
■募集人員 ／ 各班40名定員（最少催行人数35名）
■添 乗 員 ／ 同行致します。
■食事条件 ／ ◎朝食２回 ◎昼食３回 ◎夕食３回
■利用ホテル ／ ◎高山グリーンホテル 
  ◎日本の宿 のと楽

各地区　大分空港　中部国際空港　常滑・りんくうタウン（昼食）
国宝「犬山城」　郡上八幡観光　 飛騨高山・高山グリーンホテル（泊）

ホテル　　 高山市内観光（朝市・高山陣屋・高山祭屋台会館等）
ユネスコ文化遺産「白川郷」（昼食）    和倉温泉・日本の宿「のと楽」（泊）

大分

福岡

▲貝めし御膳

▲飛騨牛
　焼き味御膳

▲ジャンボ
　エビフライ定食

NOSAIおおいたでは毎年好評いただいている「ふれあい旅行」を本年も
企画しました。今年は飛騨高山から白川郷へ、北陸は能登半島・金沢を巡
る、大変みどころ満載の旅となっております。
組合員の皆様、どうぞこの機会にご近所、ご親戚お誘いあわせの上ご参加ください。
ご希望の際は下記の旅行企画にあります最寄りの支所までお申込みください。

❶

❶ ❷

❹

❼ ❽ ❾

❸

日本の宿「のと楽」日本の宿「のと楽」❻

❺

❷

❹
❸

❺

❼

❻
❽

❾

87,000円お1人様
ご旅行代金

ヒント：8ページを見てね！



ホテル　　　　　能登半島：輪島観光（朝市・キリコ会館）
千里浜なぎさドライブウェイ・千里浜レストラン（昼食）
金沢市内観光（兼六園・茶屋等）    小松空港     福岡空港    各地区へ

1537年織田信長の叔父の織
田与次郎によって築城、天守
は現存する最古の様式。

国宝「犬山城」
古い町並みに水路が通る風
情ある景観。清流や日本名水
百選「宗祇水」も有名。

水の都「郡上八幡」

1日目

日本3大朝市のひとつや、日
本で唯一現存する代官所「高
山陣屋」。「高山祭屋台会館」
では、高山祭の雰囲気が味わ
える屋台（山車）が並ぶ。

高山市内観光
ユネスコ文化遺産に登録さ
れた白川郷。豊かな自然の
中に合掌造り家屋が並ぶ景
色は幻想的。飛騨牛を使用
した郷土料理を味わう。

白川郷の合掌造り

2日目

日本3大朝市のひとつ輪島
朝市。「キリコ会館」には、古
くから能登地方で行われる
キリコ（灯篭）祭りの巨大な
灯篭が並ぶ。

輪島観光
千里浜は全長８kmの車で走
れる日本でここだけのドラ
イブウェイ。レストランハウ
スでは「貝めし御膳」が味わ
える。

千里浜なぎさドライブウェイ
ご存知、加賀百万石を象徴
する大名庭園「兼六園」。明
治初期に建築された茶屋洋
式の町家が連ねる「東茶屋
街」も風情たっぷり。

金沢市内観光

3日目

大分市中央町２-１-25
TEL：097-537-4891／FAX：097-533-0886
担当：佐藤春樹

旅行企画 旅行取扱

大分県農業共済組合 大分支店西日本ツーリスト株式会社

「日本の宿 のと楽」は七尾湾を一
望できる豪華絢爛なお宿。郷土芸
能の「鬼面太鼓ショー」も必見。

東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
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ふれあいの旅
NOSAINOSAINOSAI
ふれあいの旅ふれあいの旅ふれあいの旅

ホテル内に回遊式日本庭園。
天然温泉でゆっくりと。

高山グリーンホテル
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４
日
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12
月
６
日
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12
月
11
日
㈰

12
月
５
日
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12
月
７
日
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12
月
12
日
㈪

12
月
６
日
㈫

12
月
８
日
㈭

12
月
13
日
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日
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日
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高山

白川郷

金沢

千里浜

輪島

和倉温泉

小松空港

郡上八幡

■申込締切 ／ 2016年10月31日（月）
■旅行代金 ／ 87,000円（和室4～5名部屋）
※２人部屋（洋室）ご利用の場合、追加料金
　お一人様 3,000円増し。数に限りがあります。
■募集人員 ／ 各班40名定員（最少催行人数35名）
■添 乗 員 ／ 同行致します。
■食事条件 ／ ◎朝食２回 ◎昼食３回 ◎夕食３回
■利用ホテル ／ ◎高山グリーンホテル 
  ◎日本の宿 のと楽

各地区　大分空港　中部国際空港　常滑・りんくうタウン（昼食）
国宝「犬山城」　郡上八幡観光　 飛騨高山・高山グリーンホテル（泊）

ホテル　　 高山市内観光（朝市・高山陣屋・高山祭屋台会館等）
ユネスコ文化遺産「白川郷」（昼食）    和倉温泉・日本の宿「のと楽」（泊）

大分

福岡

▲貝めし御膳

▲飛騨牛
　焼き味御膳

▲ジャンボ
　エビフライ定食

NOSAIおおいたでは毎年好評いただいている「ふれあい旅行」を本年も
企画しました。今年は飛騨高山から白川郷へ、北陸は能登半島・金沢を巡
る、大変みどころ満載の旅となっております。
組合員の皆様、どうぞこの機会にご近所、ご親戚お誘いあわせの上ご参加ください。
ご希望の際は下記の旅行企画にあります最寄りの支所までお申込みください。

❶

❶ ❷

❹

❼ ❽ ❾

❸

日本の宿「のと楽」
「日本の宿「日本の宿「日本の宿 のと楽」は七尾湾を一のと楽」は七尾湾を一のと楽」は七尾湾を一のと楽」は七尾湾を一
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玖珠郡九重町

若杉　大輔さん（18）
わかすぎ　　　 だいすけ

さん（18）若杉　大輔
玖珠郡九重町

若杉　大輔さん（18）
わかすぎ　　　 だいすけ

国東市安岐町

河野　昭久さん（38）
こうの　　　  あきひさ

　広報
の
技
術
研
修
の
た
め
訪
ね
た
東
京
都

千
代
田
区
麹
町
の
米
穀
店
「
㈲
米
マ
イ
ス

タ
ー
麹
町
」
店
主
の
福
士
修
三
さ
ん
は
、
米

の
消
費
低
迷
の
中
、
独
自
の
ブ
レ
ン
ド
米
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
寿
司
専
用
の
ブ

レ
ン
ド
な
ど
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
販
売
を
行

う
。「
産
地
間
の
ブ
ラ
ン
ド
米
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
。
生
き
残
り
を
か
け
て
生
産

者
側
も
必
死
で
す
よ
」
と
福
士
さ
ん
。
多
く

の
産
地
が
食
味
の
向
上
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ

ン
ド
米
生
産
地
と
し
て
の
地
位
確
立
を
目
指

し
て
い
る
現
状
を
話
し
て
く
れ
た
。

　約30
年
米
穀
業
界
で
働
く
福
士
さ
ん
は
日

本
米
穀
小
売
商
業
組
合
連
合
会
が
実
施
す
る

「
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
資
格
を
持
つ
。「
私

た
ち
も
、
た
だ
商
品
を
右
か
ら
左
に
流
す
の

で
は
だ
め
だ
。
新
し
い
工
夫
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
今
の
消
費
者
に
は
届
か
な
い
」
と

福
士
さ
ん
。
米
消
費
拡
大
の
た
め
、
消
費
者

に
応
え
よ
う
と
す
る
強
い
言
葉
に
、
全
国
各

地
の
生
産
者
・
小
売
業
者
の
方
々
の
頑
張
る

姿
が
浮
か
ん
だ
。
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がんばる若者を応援します！

農業のかたわら、地域活動栄養士として活躍
している。

【作り方】
① 冷凍よもぎは、ミキサーにかける。
② 大根と人参は千切りに。
③ 米にすべての材料を加えて炊く。

【ポイント】
○ 炊けた直後によもぎを入れると、色がきれい

です。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①水稲３ヘクタール　麦31ヘク
タール　大豆12ヘクタール　
WCＳ 8ヘクタールです。

②麦・大豆の播種時、天候に左右
され、段取りがうまくいかないこ
と。日々天候との闘いです。

③作物が手を加えれば加えただ
け、結果を出してくれることです。

④何事にも真剣に取り組み、元気
なところ。　　

⑤その日に思いついた事をします。
⑥耕作放棄された農地が荒れな

いように積極的に引き受け、規
模を拡大していきたいです。

よもぎ だいこん飯
【材料】（１人前）
米 0.6 カップ
冷凍よもぎ 10ｇ
大根 20ｇ
人参 10ｇ

シラス干 5ｇ
塩・しょうゆ 適量
だし昆布 2ｃｍ位

①畜産経営です。自宅で繁殖和
牛３頭飼養と和牛繁殖農家で
の管理補助をしています。

②子牛の管理ですね。病気が多
いので、季節に応じた管理が
難しいです。
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③大型農機具を扱えるとこ
ろ。

④笑顔です！
⑤自宅での農作業。趣味は探

し中です・・・。
⑥自宅での飼養頭数４０頭を

目指しています。
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